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木曽町の公共交通幹線バスから支線に乗り換える住民

視
察
日
　
７
月
１５
日
〜
１６
日

視
察
先
　
長
野
県
木
曽
町

目
　
的
　
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

　
宍
粟
市
も
合
併
４
年
目
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
が
で
き

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
中
山
間

地
の
当
市
は
神
姫
バ
ス
の
赤

字
路
線
の
休
止
を
受
け
、
北

部
地
域
の
公
共
交
通
確
保
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
宍
粟

市
と
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い

る
木
曽
町
を
訪
れ
、
生
活
交

通
の
先
進
事
例
を
学
び
ま
し

た
。

　
木
曽
町
で
は
予
備
計
画
と

準
備
に
４
年
の
歳
月
を
か
け
、

Ｈ
１９
年
度
か
ら
「
自
前
の
公

共
交
通
」
を
開
始
し
、
拠
点

と
な
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
、
病
院
、

役
場
や
郵
便
局
、
学
校
、
ス

ー
パ
ー
を
結
ぶ
幹
線
と
旧
町

の
谷
々
を
支
線
で
つ
な
ぐ
仕

組
み
で
し
た
。
ま
た
、
問
題

点
と
し
て
は
旧
町
村
間
で
合

併
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
形

態
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
格
差
が
続
い
て

い
る
こ
と
や
、
年
間
１
億
３
千
万
円

近
い
赤
字
で
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

こ
と
等
で
、
安
定
し
た
運
営
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
現
実
の
姿
で
し

た
。

　
当
市
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
は
現

在
検
討
中
で
す
が
、
市
民
生
活
の
向

上
に
つ
な
が
る
公
共
交
通
の
確
保
が

大
切
で
す
。
今
後
も
交
通
シ
ス
テ
ム

の
活
路
を
見
出
す
べ
く
更
に
調
査
・

研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

視
察
日
　
７
月
２
日
〜
３
日

視
察
先

岡
山
県
真
庭
市

　
認
定
こ
ど
も
園
『
落
合
こ
ど
も
園
』

広
島
県
福
山
市

　
知
的
障
害
者
授
産
施
設
『
せ
ん
だ

ん
の
家
』

目
　
的
　
認
定
こ
ど
も
園
立
ち
上
げ

に
向
け
て
の
設
立
の
経
緯
や
、
幼
稚

園
・
保
育
所
と
の
違
い
、
問
題
点
等

を
研
修
す
る
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
い
た

事
業
を
展
開
し
て
い
る
『
せ
ん
だ
ん

の
家
』
を
視
察
し
、
宍
粟
市
に
お
い

て
の
事
業
展
開
に
向
け
た
視
察
を
行

う
。

視
察
結
果
　
今
回
視
察
し
た
２
施
設

と
も
宍
粟
市
の
行
政
上
の
懸
案
事
項

で
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

委
員
会
視
察
報
告

せんだんの家


